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2021年度 9月 早慶上理・難関国公立大模試 地理 B 採点基準 

 

１ 単答記述問題 

 

① 誤字，脱字，漢字間違いは０点。 

② 漢字で書くべき用語（例：扇状地）をひらがなで書いてある場合は０点。 

③ 日本の地名（例：茨城県）については漢字で正確に書かれていなければ０点。 

④ 中国・韓国の地名（例：ペキン（北京））については，漢字・カタカナのいずれかで正しく書かれて

いれば正解とする。 

⑤ その他の地名や地理用語について，スロヴェニア⇔スロベニア，パキスタン⇔パーキスターンとい

ったカタカナ表記の通念の範囲内での異体に関しては正解と認める。 

 

 

２ 論述問題                                     

   

以下の設問別加点基準で加点（その他各問題の主旨に適した解答には，適宜加点。ただし，満点は越え

ない。） 

     ↓ 

以下の共通減点要素で減点 

 

 

共通減点要素 

① 加点要素に関わる誤字脱字および漢字の間違いは１点減点。 

② 字数オーバーは０点 

③ 明らかに文章の構成が誤っている場合，論理が合わない場合などは１点減点。 

④ 指定語句に下線をつける問題で，下線が引き忘れてある場合は１問につき１点減点。 

（指定語句は，解答中のどこかで使用していればよい。 

加点ポイントの脱落による減点がある場合は，指定語句抜けの減点は不要。） 

 

（＊減点しなくていい要素，その他の注意） 

① 加点要素以外で誤った記述があった場合，その部分は０点だが，減点はしない。 

② 文章が未完のものは減点しない。 

③ 以下の基準における加点項目は，内容的に整合性が取れていればよく，字句の順序や表現は必ずし

も完全に一致していなくてもよい。 

 

 

３ 採点記号 
 
 

１ ＜□□□□＞ 加点ポイント 

２ □□□□× 事実に誤認あり 

３ □□□□？ 文意不明 

４ □□✔□□ 誤字あり／脱字あり 
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４ 設問別加点要素 

１）     部分は必須キーワードであり，この表現がなければ加点しない。その他は同義であれ

ば加点する。 

２）○○／△△ は「○○でも△△でも可」を意味する。 

３）「②（①の説明として）」は，加点ポイント①を正解していなくても，加点ポイント②に該当す

れば加点する。 

４）「 Ａ 」と「 Ｂ 」→１点 は，「 Ａ 」と「 Ｂ 」の両方の要素があれば１点加点す

る。 

 

３ 

問 1 5点 

インカ帝国のあった地域で，もともと先住民の人口密度が高く，また白人の住み慣れない高地でもあっ

たため。 

【加点ポイント】 

①（白人入植前は）インカ帝国／インカ文明 が栄えていた →1点 

②（白人入植前は）先住民（インディオ）の人口密度が高かった／先住民の人口が多かった →2点 

③（自然条件として）高地である／酸素濃度が薄い →2点 

 

問 2 4点 

ヨーロッパの農牧業を導入しやすい温帯の低地で，肥沃なパンパ土も分布していたため。 

【加点ポイント】 

①（自然条件として）温帯／温暖／湿潤／目立った乾季がない →1点 

②（自然条件として）低地／平野が広がる／平坦なパンパが広がる →1点 

③（自然条件として）土壌が肥沃／肥沃なパンパ土 →1点 

④（①②③により）農牧業を導入しやすい／穀物生産や牧畜が容易 →1点 

 

 

４  

問2 5点 

ヒンドゥー教徒は菜食主義者が多く，肉類の供給量は少ないが，牛乳・乳製品は禁忌とされず，供給量

が多い。 

【加点ポイント】 

★問1「ｂ：ウ」の正解を，加点の前提とする 

①（供給量について）肉類の供給量が少ない →1点 

②（①の背景）ヒンドゥー教がおもな宗教である／ヒンドゥー教徒が多い →1点 

③（②は）菜食主義者が多い／牛肉を食べない／肉食を禁忌とする／殺生を好まない →1点 

④（供給量について）牛乳・乳製品の供給量は多い →1点 

⑤（④の背景）牛乳・乳製品は禁忌とされない／牛乳は殺生を伴わない 

       ／牛乳・乳製品は重要なタンパク源となっている 

       ／近年，酪農振興が進んだ／牛乳の流通システムが整った →1点 

 

  



2021年度 9月 早慶上理・難関国公立大模試 地理 B 採点基準 

3/3 

問3 5点 

ｐは雪で家が潰れないよう急勾配の屋根を持つ。ｑは台風に耐える頑丈な屋根と高い石垣を持ち，母屋

が低い。 

【加点ポイント】 

①（ｐの構造的特徴）急勾配の屋根／屋根の傾斜が大きい →1点 

②（①の理由）雪で家が潰れないようにする／雪を自然に落とす／雪下ろしが不要 

       ／豪雪地帯である                       →1点 

③（ｑの構造的特徴）・屋根が頑丈／屋根瓦を漆喰で固めている 

          ・石垣が高い／家屋の周囲に石垣を巡らす       1つ1点 

          ・母屋が低い／平屋である               2点まで 

④（③の理由）台風に耐える／台風の襲来が多い →1点 

 

問4 7点 

ｒは床下の風通しを良くして高温多湿を和らげるために，ｓは暖房の熱が伝わって永久凍土が融け，家

が傾くのを防ぐために，高床式住居にしてある。 

【加点ポイント】 

①（共通の特徴）高床式 →2点 

②（ｒについて）・風通しを良くする／高温多湿を和らげる 

        ・害虫（害獣）の侵入を防ぐ          1つ1点 

        ・豪雨時の床上浸水を防ぐ／浸水被害を防ぐ    2点まで 

③（ｓについて）永久凍土 →1点 （※「凍土」では加点しない） 

④（ｓについて）暖房の熱が①に伝わるのを防ぐ／屋内の熱で①が融けるのを防ぐ →1点 

⑤（ｓについて）家が傾くのを防ぐ／家屋の損傷を防ぐ →1点 


